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十
七
世

紀
の

初
め

、

マ

テ

オ
・

リ
ッ

チ
の

『

坤

輿
万

国
全

図
』

、

ジ

ョ

リ

オ
・

ア

レ

ニ

の

『

職

方

外
紀
』

な
ど

に

よ

っ

て

「

印
弟
亜
」

∴
莫
臥

爾
」

の

二

つ

の

「

イ
ン

ド
」

の

存
在
が

知
ら

れ
て

い

た

が、

『
職
方
外
紀』

の

印

弟
亜
の

箇
所
で

は
、

仏

教
に

対
す
る
無
知
か

ら
、

ヒ

ン

ド

ゥ

ー
教
と

混
同
さ

れ

「

奉
仏
」

と

い

う
記
述
が

見
ら

れ

て

い

た
。

し

か

し
、

シ

ド
ッ

テ

ィ

に

取

材
し
た

新
井
白
石
の

『
采
覧
異
言』
（

正

徳
三

年）

で

は
、

キ
リ

ス

ト

教、

イ
ス

ラ

ム

教
に

圧
迫
さ
れ

て

仏
教
が

衰
え

た

と

い

う

記
述
が

あ

り、

イ

ン

ド

に

お

い

て

仏
教
が
衰
微
し
て

い

る

と

い

う

情
報
は

確
実
に

日

本
に

も
た

ら

さ
れ
て

い

た
。

こ

れ
を
承
け

て
、

白
石
の

『

采
覧

異
言』

に

大

幅
な

加

筆
訂
正

を

行
っ

た

山
村
才

助
の

『

訂
正

増
訳
采
覧
異
言
』

（

享

和
二

年）

で

は
、

「

彼
浮

屠
氏
ノ

國
ノ

如
キ
ハ

古
ヘ

ハ

厄

勒
祭
亞

二

破
ラ

レ

テ

帝
王

擒
ト
ナ
リ、

今
ハ

莫
臥
児
二

併
セ

ラ

レ

テ

回
々

教
ノ

國
ト

ナ

ル

者
、

豈
我
力

萬
古
不
易

神
靈

傳
統
ノ

帝
國
（
月

日

本）

ト

同
目
ノ

談
ナ

ラ

ン

ヤ
。

」

（
巻

十
）

と
、

日

本
と

の

対
比
に

お

い

て

イ
ン

ド
の

国
力
の

弱
さ

が

述
べ

ら
れ、

山
片
蟠
桃
の

『

夢
の

代
』

（
文
政
三

年）

で

は、

「

佛
法
天

竺
二

始
リ
テ、

コ

レ

ヲ

用
ユ

ル

ハ

南
天
竺
ノ

ミ
。

ソ

ノ

他
ハ

ミ

ナ
モ

ー

ル

宗
ト
ナ
ル

。

」

、

「

本
源
ノ

天

竺

近
國
ハ

衰
微
ナ

ル

ヨ

シ
。

」

（
巻
九）

な
ど

、

排

仏
論
の

文
脈
の

中
で

イ
ン

ド

で

の

仏
教
の

衰
微
が

語
ら
れ

て

い

て
、

十

九

世
紀
の

知
識
人
の

世
界
で

は
、

共

有
さ

れ

た

知
識
と
な
っ

て

い

た
。

　

平
山

篤
胤
の

講

義
を

編
輯
し
た

『

出
定

笑
語
』

（

文
化
八

年）

で

は、

玄
奘
の

『

大

唐
西
域
記
」

の

ほ

か
、

同
時

代
の

世
界
地
理

書
『
訂
正

増
訳

采
覧

異
言
』

お

よ

び

森
島
中

良
の

『

紅
毛
雑
話
』

（
天

明
七

年）

を

引
用

し

て

イ
ン

ド

の

地
誌
的
紹
介
を

行
っ

て

い

る
。

『

出
定

笑
語
』

で

の

篤
胤

の

イ

ン

ド

理

解
に

は
、

正

確
な

情
報
に

混
じ
っ

て
、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

人
の

誤

解
を

そ
の

ま

ま

受

容
し

て

釈
迦
の

生

地
を
ス

リ

ラ

ン

カ

に

比

定
し

、

ま

た
、

仏
教
の

衰
微
を

語
る

際
に、

東
南
ア

ジ

ア

を
イ

ン

ド
世
界
に

含
め
る

当
時
の

東
西
に

共
有
す
る

地
域
概
念
を
前
提
と

し

た

「

釋
迦
ガ

出
生
シ

タ

ル
、

カ

ビ

ラ

ヱ

國
ハ

、

ト

ク
ニ

、

ソ

ノ

子
孫
モ
、

ミ

ナ

亡
ビ

テ、

今
バ

カ

ノ

崑
崙
ボ

ノ

國
ト

共
二

、

阿
蘭
陀
二

、

セ

シ

メ

ラ

レ

テ

佛
法
モ

大
半
亡
ビ

テ
、

切
支
丹

宗
二

成
テ
」

と
、

イ
ン

ド

人

と

蘭
領

東
イ
ン

ド
の

マ

レ

ー

人

を

混

同
す
る

錯
誤
な

ど

も

見
ら

れ

る
。

こ

う

し
た

種
々

の

海

外
情

報
か

ら
、

総
括
と

し

て

イ
ン

ド
の

風
俗
を

「

ス

ベ

テ

下
國
ノ

風
俗
デ
」

（
巻
上）

あ
る

と

断
定
す
る

イ

ン

ド
お

よ

び

仏
教
の

価
値
を
貶
め

る

講
説
を
行
っ

て

い

る
。

篤
胤
の

戦
略
は、

仏
教
の

祖
地
と

し

て

の

イ

ン

ド
に

対
し
て
一

般

の

聴
衆
が

持
っ

て

い

た

漠
然
と

し

た

崇
敬
の

感
情
を、

同
時
代
の

イ
ン

ド

の

実
像
を
伝
え
る
こ

と
で

突
き

崩
す

こ

と

で

あ
っ

た

と

考
え
ら

れ
る
。

こ

の

偶
像
破
壊
に

対
し
イ
ン

ド

に

関
す

る

海
外
情
報
は

有
効
な

材
料
を
提
供

す
る

も
の

で

あ
っ

た。

そ
れ

は、

イ

ン

ド

認
識
の

深
ま
り
が

、

イ
ン

ド

蔑

視
と

仏

教
の

排
除
に

結
び
つ

く
と

い

う
皮

肉
な
関
係
で

あ
っ

た
。

淵
岡
山
よ

り
見
た

藤
樹
の

思
想
「

良
知

・

孝
」

鈴

木

保

實

　

藤
樹
（
一

六

〇
八

−・
⊥

六
四
八）

の

高
弟
に

熊
澤
蕃
山
（
一

六
一

九
−

一

六

九
一
）

と

淵
岡
山
（
一

六
】

七
−

⊥

六
八
六
）

が

い

る
。

そ

の
一

人

淵
岡

山
は

正

保
元
年

（

一

六
四

四）

二

十
八

歳
の

時
、

藤
樹
（
三

十
七

歳
）

に

入

門
し、

そ

の

死
ま

で

師
事
し

た
。

藤
樹
の

没
後、

京
都
に

出
て

師
説
を

広
め
た

。

岡
山
は

藤
樹
の

思
想
「

良
知

・

孝
」

に

つ

い

て

ど

の

様
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に

解
釈
し

た

の

か
、

岡
山
の

解
釈
を
見
て

み

た

い
。

　
一

　

藤
樹
三

十
七
歳
の

頃
の

良
知
・

孝

　

　
　
　
−

同
体
異
名
11
永
遠
な
る

生

命
ー

　

岡

山
が

藤
樹
に

入
門
し
た

頃
、

孝
・

良
知
に

つ

い

て

藤
樹
は

ど
の

よ

う

な

思
索
状
態
に

あ
っ

た
の

か
。

　

藤
樹
の

思

索
を

概
観
し
て

み

る
と
、

三

十
二

歳
の

頃
よ

り、

平
旦
の

気

を

養
う
べ

く

毎
朝
孝
經

を

拝
誦
し

始
め、

三

十
三

歳
頃
に

は

『

孝
經

大

全
』

所
収
の

『

全
孝
図
』

（
虞
淳

煕）

『

全
孝
心
法
』

（
虞
淳
煕）

『

誦

経
威

儀
』

（

作
者

不
明）

等
の

解
釈
に

接
し
、

広
大

無
辺
な
る

孝
の

解
釈

を

持

ち

始
め

て

『

翁
問

答
』

を

著
し
、

又、

『

性
理

会
通
』

所
収
唐
枢

2

四

九
七

i
→

五
七

四
）

の

『

禮
元
剰
語
』

を
読
み、

毎
月
「

日
斎
戒
し
て

太

乙

神
を

祭
る

よ

う
に

な
る

。

冬
に

は

王

龍
渓

語
録
を

得
て

「

始
コ

レ

ヲ

読

ム

ト
キ

其
触

発
ス

ル

コ

ト
ノ

多
キ

コ

ト

ヲ

悦
ブ

。

然
レ

ド
モ

其
佛
語
ヲ

間

雑
シ

禅
学
二

近
キ

コ

ト
ヲ

恐
ル

。

後
、

陽
明
全

集
ヲ

得
テ

コ

レ

ヲ

読
ム

ニ

至

テ
、

龍
渓
ノ

禅
学
二

近
カ

ラ

ザ
ル

ヲ

知
ル
。

…
…

聖
人
一

貫
ノ

学
本
太

虚
ヲ

以
テ

準
則
ト

ス
。

老
仏
ノ

学
皆
冖

貫
ノ

中
ヲ

離
レ

ズ
。

精
粗
大
小
ア

ル

ノ

ミ
。

…

…

皆
太
虚
一

貫
ノ

道
ヲ
悟
ラ
シ

メ

ン

コ

ト
ヲ

欲
ス

ル

モ

ノ

ナ

リ
。

」

と

岡
田
氏
本
年
譜
三

十
三

歳
の

条
に

あ
る

が

如
く
に

な

る
。

又、

三

十
四

歳
に

は

「

勢
州
大

神
宮
二

参
詣
」

し
、

三

十
六
・

七

歳
の

頃
『

鑑

草
』

を

著
し
、

「

明
徳
仏
性
」

を

同
体
異
名
と

す
る

解
に

至
っ

て

い

る
。

こ

の

『

鑑
草
』

執
筆
の

頃
か

ら

『

陽
明
全

集
』

を

得
た
三

十
七

歳
秋
頃
ま

で

に

孝
と

良
知
が

結
び
つ

く
。

岡
旧
氏
本
年
譜
藤

樹
三

十
七

歳
の

条
に
、

「

是

年
始
テ

陽
明
全
集
ヲ

求

得
タ

リ
。

コ

レ

ヲ

読
デ

甚
ダ
触
発
印
証
ス

ル

コ

ト

ノ

多
キ
コ

ト

ヲ

悦
ブ

。

其
学
彌
々

進
ム

。

」

と

あ
る

。

陽
明
全
集
を

得
て

藤
樹
は

良
知
の

解
が
定
ま

っ

た

の

で

あ
る

。

ま

た
孝
と

大
乙

神
と

を

同
体
異

名
と
す

る

が
、

そ
れ
は

三

十
九
歳
夫
人
高
橋
氏
の

死
の

頃
ま

で

に

は

熟
し

て

い

た
。

岡
山
が

入

門
し
た

頃、

藤
樹
は

毎
朝
孝
經
拝
誦
を

実
施

し、

月
→

回

大
乙

神
を
祭
っ

て

い

た
。

岡
山
は

こ

れ
ら
の

実
践
に

参
加

し
、

又、

夫
人

高
橋
氏
の

死
に

よ
り

大
乙

神
の

祭
り

を

取
り

や
め
た

こ

と

も

理
解
し

て

い

た
と

思

わ
れ
る

。

　
二

　
岡
山
の

解
し
た

良
知
・

孝

　

柴
田

甚
五

郎
氏
は

昭
和
十
八

年
に

「

淵

岡
山
は

神
道
と

孝
道
と

を
良
知

に

帰
「

し
、

良
知
の

実

現
を
以
て

神
道
と
孝
道
の

精
神
が

実
現
出
来
る

と

し
た

。

」

と

言
わ
れ

る
。

柴
田

説
は

岡

山
が

「

神
の

信

念
」

「

孝
道
」

「

良

知
思
想
」

と

も
に

よ

り

宗
教
的
道
徳
的
に

実
現
し、

実
行
的
に

教
説
し

、

藤

樹
よ
り

も
一

歩
進
め

た
と
さ

れ

る
。

木
村
光
徳
民
は

昭
和
五

十
二

年
に

「

藤
樹
の

翁
問
答
の

儒
仏
論
は

中
年
未
定
の

説
で

あ
っ

て
、

こ

の

未
定
の

説
は
晩

年
の

『

鑑
草
』

『

春
風』

に

よ

っ

て

止
揚
さ

れ
て

い

る

の

で

あ
る
。

藤
樹
を
忠

実
に

継
承
す
る

篤
実
な

岡
山
が
、

何
故
に

藤
樹
中
年
未

定
の

説

に

留
る
の

で

あ
ろ

う
か

。

…
…

岡
山
は

師
の

『

鑑
草
』

著
作
の

意

味
を

十

分
に

は

理

解
し

得
な

か

っ

た

も

の
、

と

思
わ
れ

る
。

」

と

言
わ

れ
、

六

十

一

年
に

も
「

…
…

道
教
思
想
は

忠
実
に

継
承
し
な

が
ら、

仏
教
の

継
承
は

不
十
分
で

あ
っ

た
。

む
し

ろ

師
説
を
否

定
し

て

い

る
。

」

と

言
わ
れ

る
。

又
、

木

村
説
で

は

岡
山
が
「

孝
」

解
釈
を
篠
原
氏

本
に

よ
り、

「

身
ヲ

立

道
ヲ

行
名
ヲ

後
世
二

揚
テ

父
母
ヲ

ア
ラ
ハ

ス

ヲ

孝
道
ノ

至
極
至
徳
要
道
ト

説
玉

ヘ

リ
」

と

し
て

岡
田

氏
本
に

よ

っ

て

い

な
い

点
を

指
摘
し
て

お

ら

れ

る

が
、

こ

れ
は

正
鵠
を

得
て

い

る

よ

う
に

思
わ
れ
る

。

　

岡
山
は

孝
説
に

お

い

て

は

師
説
に

至
ら
ず、

末
節
に

お

い

て

も
齟
齬
す

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

か

な

る

所
が

あ
る

が、

「

何
れ
の

道
に

て

成
も、

此

凡
情
を
脱
し
天

理
に

合
へ

候
へ

ば

本
望
と

帰
着
に

仕
候
」

、

「

神
道
仏
道
今
時
の

儒
者
…

…

是
等
は

皆

（1543）451
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聖

教
の

域
に

不

合
と

い

ふ

事
あ
る

べ

か

ら

ず。
」 、

「

鑑
草、

翁
問
答、

春

風
の

類
、

御
読
被
成
候
は

ぼ、

俗
心

除
可
申
候。
」

「

三

教
共
明
徳
を

明
に

す
る

教
な

れ
共
」

等
か

ら
、

藤
樹
思
想
の

根
幹
（
良
知

・

孝）

の

理

解
と

学
ぶ

方
法

論
は

大
筋
踏

襲
し、

よ

り

宗
教

的
に

な
っ

た
よ

う
に

思
わ

れ

る
。

神
道
思
想
に

お

け
る

生
命
主
義
的
救
済
観

鈴

　
木

　
一

　

彦

　

対
馬
路
人

∴
西
山
茂
・

島
薗
進
・

白

水
寛
子
の

「

新

宗
教
に

お

け

る
生

命
主

義
的
救

済

観
」

（
一

九
七

九
）

で

研
究

課
題

と
し

て

提
示

さ

れ
た

「

日

本
の

宗
教

伝
統
と

の

比
較
」

に

つ

い

て、

大
祓
詞
や

中
臣
祓
の

註
釈

書
な

ど

に

窺
え
る

祓
の

思
想
に

焦
点
を

当
て、

神
道
と

金
光
教
を
事
例
と

し

て

取
り
上
げ、

日
本
の

宗
教
伝

統
と

新
宗
教
の

両
者
が

有
す
る

生

命
主

義
的
要
素
と

救

済
観
と

の

関
わ
り
に

つ

い

て

究
明
を

試
み

た
。

そ

し

て
、

金

光
大
神
の

信

仰
形
成
上

、

重
要
な
役

割
の
一

端
を
果
た

し
て

い

た

六

根

清
浄
祓
や

大
祓

詞
と
い

っ

た

祓
詞
は、

呪

術
的
宗
教
性
に

裏

打
ち
さ

れ
た

祓
の

思
想
に

基
づ

く
詞
で

あ
る

こ

と
か

ら、

近
代
化
を

促
し

た

大
衆
的

倫

理

革
新
を
ひ

き

だ

す
力
と

な
っ

た

新
宗
教
の

呪
術
的
宗
教
性
の
一

つ

に
、

こ

の

祓
詞
と

の

関
わ
り
か

ら

生
じ

る
信
仰
が
あ
る

の

で

は

な
い

か

と

の

推

測
の

も
と

考
察
を

行
っ

た
。

　
ま

ず、

呪

術
的
宗
教

性
に

裏
打
ち
さ

れ
た

祓
の

思
想
と

は

い

か

な

る

も

の

で

あ
っ

た

の

か

を、

律
令
祭
祀
に

お

け

る

二

季
恒
例
の

大
祓
を

は

じ

め、

伊
勢
神
道
や

吉
田

神
道
に

お

け
る
中
臣
祓
の

註
釈
書
を

中
心
に

窺
っ

た
。

そ
の

結
果、

二

季

恒
例
の

大
祓
は、

前
半
の

儀
と

後
半
の

儀
に

分
か

れ
る

二

重

構
造
と

な

っ

て

お

り、

前
半
の

儀
で

東
西
文

部
の

読
む

祓
詞
は

東
文
忌

寸
部
の

横
刀
を

献
る

時
の

呪
と

い

う
呪
詞
で

あ

り
、

後
半
の

儀
で

中
臣
の

宣
る

祓
詞
は

大

祓
詞
で

あ
っ

た。

こ

の

二

つ

の

儀
は、

呪
術
的
行

為
な
ど
か

ら

生
じ

る

災

気
を
祓
の

対
象
と

す
る

こ

と

で、

災
禍
か

ら

身
を

守
る

と

い

う

祭
儀
で

あ
っ

た
。

そ

し
て、

十
一

世
紀
以
降

、

宣
読
体
形
式

の

大
祓
詞
と

は
別
に
、

奏
上
体
形
式
の

中
臣
祓
を
用
い

た

個
人
祈
願
が

、

陰
陽
師
に

よ

っ

て

担
わ
れ、

や
が
て

貴
族

社
会
か

ら
広
く
庶
民
一

般
へ

と

拡

大
し

て

い

っ

た
。

そ
し

て
、

鎌
倉
中

期
頃
に

成
立
し

た

両

部
神
道
書

『

中
臣
祓
訓
解
』

で

は
、

中
臣

祓
は、

恒

例
の

大
祓
の

よ
う
に

災
気
を
祓

う
の

み

な

ら

ず、

心
の

清
浄
や、

神
仏
の

恵
み

や、

苦
し
み

か

ら

の

救
済

を

約
束
す
る

呪
術
的
な

祝
詞
と

解
釈
さ

れ

る

に

至
る

。

ま
た
、

中
臣
祓
本

文
を

唱
え

る

の

と

は

別
に

、

清
浄
に

関
す
る

偈
を
唱
え
る
こ

と
で

心
が

清

浄
に

な
る

と

い

う、

も

う
】

つ

の

儀
が、

中
臣

祓
本
文

中
に

内
包
さ

れ
る

と
い

う
二

重
搆
造
を
も
つ

よ

う
に

な

る
。

こ

の

二

重

構
造
は、

『

倭
姫

命

世
記
』

な
ど

の

伊
勢
神
道

書
や、

伊

勢
流
中
臣
祓
の

註

釈
書
に

も

窺
え

る
。

冖

方
、

恒
例
の

大
祓
は

、

応
仁
の

乱
以
降
に

廃
絶

す
る

が
、

そ

の

頃、

吉
田
兼
倶
に

よ

っ

て

創
唱
さ

れ

た

の

が

吉
田

神
道
で

あ
っ

た
。

そ
の

吉
田

神
道
で

は、

中
臣
祓
を
十
二

段
に

分
け

、

そ

れ

ぞ
れ

の

段
落
が
、

ど

の

よ

う
な

効
用
を
も
つ

か

が

明
確
に

示
さ

れ

る

と

共
に、

各
段
落
で

完
結

し
た

祓
詞
が

つ

く
ら
れ

る

に

至

る
。

そ

し

て
、

伊
勢
神
道
で

重
ん

じ

ら
れ

た

清
浄
に

関
す
る

偈
も

、

吉
田

兼
倶
が

つ

く
っ

た

と

さ

れ

る

六

根
清
浄
祓

に

「

清
く
潔
き
偈
」

と

し
て

受
け
継
が

れ

て

い

く
が

、

こ

の

六

根
清
浄
祓

に

は
、

神
の

宿
る

心
を

清
浄
に

保
つ

こ

と

を

通
じ

て
、

天
地

万
物
と
一

に
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